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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号 ３９６ 

決裁期日 平成２４年１０月１６日 

名 称  文化財保護委員会 会議 

日 時 平成２４年１０月１６日   １３時２５分～１４時１５分 

場 所 公民館 第１研修室 

出席者 

文化財保護委員１０名（全員出席） 

教育委員会：服部教育長、野崎教育振興課長、鈴木主幹 

川久保主査、水野施設管理業務員 

内 容 

 別紙のとおり。 

 会議に先立ち、文化財保護委員に委嘱状の交付を教育長より行い、その後教育長の挨

拶、委員各自の自己紹介を行った。 

 文化財保護委員任期は、平成２４年４月１日から平成２６年３月３１日までの２年間。 

【委員長の選任】 

 教育振興課長から、資料として添付している「上富良野町文化財保護条例」に基づき

委員を選出委嘱しており委員長の選出についての規定はないが、慣例により委員長の選

出し議事進行を願いたく、委員の意見を求めた。 

 田中委員より、三好委員の留任指名意見があり、全委員の了承により選任された。 

＜報告事項＞ 

１ 整備関係 

 事務局より憩いの楡表示柱看板修理及び憩いの楡の碑整備と平成２３年度案件ではあ

るが、前回会議後の修理ということで東中尋常小学校御真影奉置所表示看板修理につい

て報告。また、開拓記念館屋根塗装修理についても報告した。 

 意見・質疑等なく、了承。 

２ 入館者関係 

事務局より年９月末現在の郷土館及び開拓記念館入館者数状況について報告した。 

 開拓記念館については、前年同期比較では増となっているが、郷土館入館者は中学生

以下の来館者の落ち込みが顕著で、今後の中学生以下の来館者増に努めることを報告。 

 羽賀委員より中学生以下の来館内訳についての質問があったが、来館者台帳様式では

細分化されていないため、内訳不明との回答に了承。 

 その他、意見・質疑等なく、了承。 

３ 事業関係 

 事務局より本年で５回目となる協力事業の「トカチルゥチシ伝承堅雪フットパス」に 



 

内容 

ついて、主催者であるトカチルゥチシを歩く会代表の山谷さんから５０名の参加があ

ったことを報告。 

 意見・質疑等なく、了承。 

４ 郷土館収蔵物整理 

 ５００点のカビによる損傷等の整理と１２点の体験学習用教材の転用を報告した。 

 三好委員長から、平成２２年度から郷土館収蔵物についてデータ化作業をしていた

がデータ化終了と認識してよいかとの質疑があった。 

平成２３年度末に収蔵資料数について各委員に報告しているが、平成２４年度当初

において収蔵物の重複登録等の確認作業を行った結果、資料点数の変更があったが、

データ化については完了している。 

 田中委員からは、本年度整理した収蔵物について、寄贈者等への確認を行ってから

整理したかの質問があった。 

 預け品的収蔵物は既に確認を取り整理済みであるが、本年度において整理した収蔵

物については確認を取らず整理した。寄贈者の連絡先や死亡など確認作業に時間を要

するため、確認を行わず整理した。 

 寄贈者への確認作業は大変なことであり、確認作業後における整理では整理しきれ

ないことを理解する。また、まだ整理すべきものがあると思われるので、今後におい

ても整理作業を今後も願いたいとの田中委員の意見があり、他委員についても了承し

た。 

＜協議事項＞ 

１と２について、一括事務局より説明。 

郷土館特別展示については、町内各地に点在する石碑・史跡を写真と由来等を記し

たパネル展示にて紹介。かみふらの１０大ニュースについても資料保存を兼ねて例年

同様に町民の選考応募により決定することを説明した。 

 委員長からは、なかなか知られていない町内に点在している町文化財を含め石碑な

どを広く町民に知ってもらう良い機会であり、良い企画であるとの意見。 

 田中委員からは、かみふらの１０大ニュースは歴史資料となるものであるため、継

続して取り組んでもらいたいとの意見があった。 

 他に意見・質疑等なく、了承。 

その他として、委員長から今後の事業実績報告を年度末までに各委員に資料送付す

ることの確認を行い、現地視察へ移動した。 

 ３ 現地視察は、収蔵物整理後の郷土館地下の見学と町指定文化財３か所を視察見

学行い、文化財保護委員会を終了した。（最終の現地視察週利用時間は、１５：３０） 

 なお、郷土館地下視察見学時に委員長から、地下室に雨水が入らない様早急に対策

を講じ、地下室への水の浸入を防ぎ少しでも地下室の湿気環境改善対策をするよう提

言があった。 

 

 


